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視点①：調達プロセス改革

ライフサイクル明確化
調達ガイドライン・
チェックリスト

調達ガイドブック

各種標準化文書
（積算の仕方のガ
イドのみを定義。
詳細化は未。）

各フェーズ作業明確化
システム開発基本
要綱

各フェーズ毎調達 調達ガイドブック 各種標準化文書

各フェーズ業務負担軽減
調達ガイドブック
（テンプレート）

各種標準化文書

視点②：システム構築技術改革

ソフトウェア工学導入

J2EE、MVCモデ
ルに準拠したシス
テム開発ガイドラ
イン

業務フロー分析
EA
ＣＭＭの検討

標準化
情報システムの
オープンソース方
式の導入を推進

・採用技術と製品
の規定
・システム連携方
法の規定
・共通業務処理手
順の規定

EA

新技術
レガシーシステム
のWEB方式への
転換を推進

WEB方式等
集中データベース
オープンソース活
用

脱レガシーシステ
ム

視点③：人材改革

CIOの任命 副知事
職員（知事公室
長）

知事 職員（理事） 知事
出向者（総務部参
事監）

市長
職員（企画調整局
情報企画部長（職
責））

職員（企画部長
（職責））

職員（次官級）

　　CIOのタイプ TOP型 戦略型 TOP型 戦略型 ＴＯＰ型 ＳＥ型 TOP型 アドバイザ型 アドバイザ型 TOP型

戦略責任者確保
・職員（ＩＴ担当次
長）がＣＩＯ補佐

・CIO補佐を民間
から任期付き採用
（知事公室参事）

・職員（ＩＴ戦略推
進室長）がＣＩＯ補
佐

・CIO補佐を委託
（情報戦略推進ア
ドバイザ）

・CIO補佐を民間
から採用（情報企
画監）

・CIO補佐を民間
から出向受入れ
（情報政策課企画
監）

・職員（情報政策
担当部長）がＣＩＯ
補佐

・CIO補佐を民間
から任期付き採用
（IT推進室長）

・CIO補佐官を任
命

技術力確保

高度なIT知識を
持つ技術者を民
間企業から受け入
れ（課長補佐級を
期限付き任用）

・調達支援室を設
置し民間業者を配
置

高度なIT知識を
持つ人材を内、外
部から集めたプロ
ジェクト管理事務
所（PMO)を組織し
技術力を確保

・SI事業者を選定
し、システム企画、
管理、運用を一元
的に取りまとめる

担当職員育成
ガイドライン・
チェックリストでの
教科書作りとＯＪＴ

人材研修支援事
業によるITリテラ
シーの高い職員を
養成

高度ＩＴ人材アカ
デミーによる自治
体職員の養成（ＩＴ
マネージャ実践
コース）

OJTでSE教育

人材教育（ＩＴリテ
ラシーの高い電脳
職員の養成（各
コース有り））

付録３
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視点④：総合的取り組み

全体的方法論
全庁情報システム
調査実施

ライフサイクル・ア
ウトソーシング

SI事業者とＳＶ事
業者を選定。　ＳＩ
事業者はシステム
全体の整合性、Ｓ
Ｖ事業者は各業
務システムを提供

CIO・CIO補佐官

庁内体制
現課とシステム部
門の役割分担

システム部門の権
限強化

予算要求から導
入に至るまで、原
課のみでなく、シ
ステム部門も関わ
る体制

その他の視点

現行制度の弾力的運用
長期契約
総合評価・一般競
争入札推進

小単位入札
ミス修正別途発注

複数年契約を推
進
加算方式による総
合評価落札方式
の実施要項

制度の改革

制度関連施策
情報システムの新
審査体制の確立

日本版SBIRの早
期導入を検討

受注側育成

ベンチャー・トライ
アル受注制度を
設け、ベンチャー
企業やSOHO事
業者などの新規
創業者等の受注
機会を拡大

地場業者育成（参
入機会の創出）成
果のオープンソー
ス化・市町村への
還流

IT国際競争力の
育成（EA推進等）

情報共有
「地域からIT戦略
を考える会」

「地域からIT戦略
を考える会」

「地域からIT戦略
を考える会」

「地域からIT戦略
を考える会」

E8（電子自治体市
長会議）が合流し
た全国市長会（電
子自治体推進専
門部会）

「情報システムに
係る政府調達府
省連絡会議」設置


